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不
動
産
費
用
に
は
何
が
あ
る
？

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ア
セ
ッ
ト
は
、
介
護
ま
た
は
医

療
事
業
者
に
建
物
お
よ
び
そ
の
敷
地
全
体
（
建

物
と
駐
車
場
等
を
含
む
土
地
全
体
）
を
賃
貸
す
る
こ

と
が
一
般
的
で
あ
る
。
１
棟
全
体
を
賃
貸
す
る

場
合
は
、
建
物
の
維
持
管
理
費
や
水
道
光
熱
費

等
は
賃
借
人
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、

不
動
産
費
用
と
し
て
係
る
の
は
、公
租
公
課（
土

地
・
建
物
）、
損
害
保
険
料
、
修
繕
費
、
資
本
的

支
出
の
４
項
目
と
な
る
。

時
間
の
経
過
に
伴
う
建
物
の
性
能
低
下
は
、

「
修
繕
」「
更
新
」「
改
修
（
性
能
向
上
）」
に
よ

り
回
復
ま
た
は
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
修

繕
・
更
新
・
改
修
（
性
能
向
上
）
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

前
月
号
ま
で
は
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ア
セ
ッ
ト（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
病
院
等
）の
鑑
定
評
価
額
が
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
く
か
に
つ
い
て
解
説
し
て
き
た
が
、
今
号
で
は
こ
れ
ら
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ア
セ
ッ

ト
に
お
け
る
不
動
産
費
用
の
な
か
で
も
、
大
き
な
部
分
を
占
め
る
修
繕
費
お
よ
び
資
本
的
支
出
に
つ

い
て
解
説
し
た
い
。

図
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
修
繕
」
と
は
部
分
的
に
劣
化
し
た
部
材
・
部

品
あ
る
い
は
機
器
等
の
性
能
ま
た
は
機
能
を
原

状
あ
る
い
は
実
用
上
、
支
障
が
な
い
状
態
ま
で

に
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
た
だ
し
、
保
守

の
範
囲
に
含
ま
れ
る
定
期
的
な
小
部
品
の
取
替

え
等
は
考
慮
し
な
い
場
合
が
多
い
。

「
更
新
」
と
は
全
体
的
に
劣
化
し
た
建
築
材
料

や
設
備
機
器
を
新
し
い
も
の
に
取
り
替
え
る
こ

と
を
い
う
。
修
繕
と
同
様
に
一
般
的
に
は
機
能

向
上
を
目
的
と
せ
ず
、
従
来
使
用
さ
れ
て
き
た

素
材
・
機
器
と
同
等
の
仕
様
と
す
る
が
、「
更
新
」

時
に
従
前
の
性
能
を
向
上
さ
せ
る
（
具
体
例
：

性
能
が
低
下
し
た
冷
暖
房
空
調
機
器
に
つ
い
て
、
従
前

よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
少
な
い
が
同
等
の
性
能

を
発
揮
す
る
も
の
に
取
り
換
え
る
等
）
こ
と
も
あ
り
、

こ
れ
を
「
更
新
」
と
区
別
し
て
「
改
修
（
性
能

向
上
）」
と
す
る
場
合
も
あ
る
。

修
繕
費
と
資
本
的
支
出
の
違
い
は
？

収
益
還
元
法
の
適
用
に
お
い
て
は
、前
記「
修

繕
」
と
「
更
新
」
の
違
い
に
よ
り
「
修
繕
費
」

と
「
資
本
的
支
出
」
に
分
類
さ
れ
、
計
上
す
る

場
所
も
異
な
っ
て
く
る
。

鑑
定
評
価
上
の
「
修
繕
費
」
と
は
、
対
象
不

動
産
に
係
る
建
物
、
設
備
等
の
修
理
、
改
良
等

の
た
め
に
支
出
し
た
金
額
の
う
ち
、
当
該
建
物
、

設
備
等
の
通
常
の
維
持
管
理
の
た
め
、
ま
た
は

一
部
が
き
損
し
た
建
物
、
設
備
等
に
つ
き
そ
の

原
状
を
回
復
す
る
た
め
に
経
常
的
に
要
す
る
費

用
を
い
い
、
前
記
の
「
修
繕
」
に
か
か
る
費
用

が
こ
れ
に
当
た
る
。

ま
た
、「
資
本
的
支
出
」
と
は
、
対
象
不
動

産
に
係
る
建
物
、
設
備
等
の
修
理
、
改
良
等
の

た
め
に
支
出
し
た
金
額
の
う
ち
、
当
該
建
物
、

設
備
等
の
価
値
を
高
め
、
ま
た
は
そ
の
耐
久
性

を
増
す
こ
と
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
部
分
に
対

応
す
る
支
出
を
い
い
、
前
記
の
「
更
新
」
に
か

か
る
費
用
が
こ
れ
に
当
た
る
。

修
繕
費
と
資
本
的
支
出
は

ど
の
よ
う
に
査
定
す
る
？

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ア
セ
ッ
ト
で
は
、
事
業
に
必
要

な
医
療
機
器
や
介
護
機
器
、
厨
房
施
設
等
を
使

用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
賃
貸
借
契
約
等
に
お

け
る
貸
主
・
借
主
そ
れ
ぞ
れ
の
修
繕
費
お
よ
び

資
本
的
支
出
の
負
担
区
分
を
確
認
し
、
貸
主
負

担
（
オ
ー
ナ
ー
負
担
）
の
修
繕
費
お
よ
び
資
本
的

支
出
を
適
切
に
求
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

一
般
的
に
は
、
不
動
産
鑑
定
士
が
鑑
定
評
価

の
対
象
と
な
る
不
動
産
と
類
似
の
不
動
産
に
お

い
て
、
ど
の
程
度
修
繕
費
お
よ
び
資
本
的
支
出

が
か
か
っ
て
い
る
か
と
い
う
目
線
で
査
定
す
る

が
、
建
築
物
・
設
備
等
お
よ
び
環
境
に
関
す
る

専
門
知
識
を
有
す
る
者
（
一
級
建
築
士
等
）
が
行

な
っ
た
不
動
産
の
状
況
に
関
す
る
調
査
報
告
書

■図表１　修繕・更新・改修（性能向上）のイメージ図
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て
長
期
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
向
こ
う
10
〜
15

年
程
度
の
間
に
必
要
と
な
る
修
繕
費
お
よ
び
資

本
的
支
出
を
査
定
す
る
（
図
表
２
）。

な
お
、
長
期
修
繕
計
画
で
は
、
そ
の
緊
急
度
・

重
要
度
等
に
応
じ
て
、
以
下
の
項
目
ご
と
に
分

類
さ
れ
る
。

①
緊
急
修
繕
項
目

緊
急
の
修
繕
項
目
と
し
て
は
、
主
と
し
て
人

命
・
安
全
に
関
わ
る
事
項
で
危
険
な
状
態
に
あ

り
、
直
ち
に
対
策
が
必
要
な
不
具
合
、
施
設
使

用
者
（
賃
貸
し
て
い
る
場
合
に
は
賃
借
人
）
の
通
常

使
用
に
影
響
を
及
ぼ
す
著
し
い
不
具
合
、
建
築

基
準
法
や
消
防
法
等
の
関
係
法
令
に
対
す
る
違

反
事
項
、
重
要
な
シ
ス
テ
ム
の
状
態
不
良
や
老

朽
化
に
対
し
て
、
緊
急
に
修
繕
が
推
奨
さ
れ
る

項
目
を
い
う
。

②
短
期
修
繕
項
目

短
期
の
修
繕
項
目
と
し
て
は
、
主
と
し
て
日

常
の
保
守
よ
り
も
優
先
的
に
修
繕
や
部
品
交
換

が
必
要
な
不
具
合
、
保
守
の
遅
れ
が
認
め
ら
れ

る
も
の
、
著
し
く
耐
用
年
数
が
経
過
し
て
い
る

も
の
に
対
し
て
、
短
期
間
（
目
安
と
し
て
は
向
こ

う
１
年
程
度
）
に
修
繕
が
推
奨
さ
れ
る
項
目
を

い
う
。

③
長
期
修
繕
項
目

長
期
の
修
繕
項
目
と
し
て
は
経
年
に
伴
う
劣

化
に
対
し
て
一
般
的
な
機
能
維
持
、
安
全
稼
動

を
し
て
い
く
た
め
に
修
繕
が
推
奨
さ
れ
る
項
目

を
い
う
。

建
築
仕
上
げ
や
設
備
機
器
の
修
繕
の
サ
イ
ク

ル
を
勘
案
し
て
、
一
般
的
に
は
向
こ
う
10
〜
15

年
程
度
の
修
繕
費
用
を
査
定
す
る
。

修
繕
費
と
資
本
的
支
出
は

鑑
定
評
価
額
に
影
響
す
る
？

修
繕
費
お
よ
び
資
本
的
支
出
と
不
動
産
の
価

格
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
解
説

し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
修
繕
お
よ
び
更
新
の

実
施
か
ら
不
動
産
価
格
へ
与
え
る
影
響
を
順
に

追
っ
て
い
く
と
、
下
記
の
よ
う
に
な
る
。

■
修
繕
・
更
新
を
行
な
っ
た
場
合

①
修
繕
・
更
新
を
実
施
↓
②
将
来
の
修
繕
費

お
よ
び
資
本
的
支
出
が
減
少
↓
③
不
動
産
に
帰

属
す
る
将
来
の
純
収
益
が
増
加
↓
④
不
動
産
の

価
格
が
上
昇

■
改
修（
性
能
向
上
）を
行
な
っ
た
場
合

①
改
修
（
性
能
向
上
）
を
実
施
↓
②
将
来
の

修
繕
費
お
よ
び
資
本
的
支
出
等
が
減
少
す
る
と

と
も
に
、
性
能
向
上
に
よ
り
不
動
産
経
費
が
減

少
す
る
（
具
体
例
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が
従
前

よ
り
少
な
い
冷
暖
房
機
器
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
光

熱
費
が
削
減
で
き
る
等
）
↓
③
不
動
産
に
帰
属
す

る
将
来
の
純
収
益
が
増
加
↓
④
不
動
産
の
価
格

が
上
昇

修
繕
・
更
新
を
行
な
う
と
一
時
的
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
ア
ウ
ト
が
生
じ
る
が
、
適
切
な
修
繕
・
更

新
が
実
施
さ
れ
た
場
合
に
は
、
上
記
の
よ
う
に

不
動
産
の
経
済
価
値
に
反
映
さ
れ
る
（
不
動
産

価
格
は
上
昇
す
る
）。

ま
た
、
適
切
に
維
持
管
理
が
行
な
わ
れ
、
修

繕
計
画
が
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
建

物
・
設
備
等
の
突
発
的
な
不
具
合
が
減
少
し
、

収
支
予
測
に
伴
う
不
確
実
性
を
減
少
さ
せ
、
結

果
的
に
不
動
産
の
収
益
価
格
を
上
昇
さ
せ
る
効

果
も
あ
る
。

修
繕
の
履
歴
を
確
認
す
る
こ
と
は
今
後
の
修

繕
計
画
を
立
案
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
作
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
施
し
た
修
繕
の
履
歴
を

保
管
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。 

で
あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
レ
ポ
ー
ト
（
以

下
「
Ｅ
Ｒ
」
と
い
う
）
を
取
得
し
て
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
精
緻
に
修
繕
費
お
よ
び
資
本
的
支

出
を
査
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｅ
Ｒ
で
は
、
過
去
の
修
繕
履
歴
や
現
地
調
査

に
よ
る
建
物
・
設
備
等
の
劣
化
状
況
を
踏
ま
え

■図表２　長期修繕計画のイメージ
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